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1．メディアは「幸福な老い」に寄与するか
　メディア利用の在り方は年齢によって異なり、シニア層のメディア利用も若年層のそれと
同じではない1。例えば、日本人のテレビ視聴・ラジオ聴取量はシニア層で最も高く、新聞
閲読についてもこの年齢層が一貫して高い数値を示しているが、ビデオ・DVDの利用や音
楽鑑賞は低く、インターネットの利用も他の年齢層より低調となっている（NHK放送文化
研究所, 2016; 総務省, 2018）。
　このような状況は日本に限ったものではない。アメリカでも、シニア層が最も時間を費 
やすレジャーはテレビ視聴であることが初期的な調査から示されており（Comstock et al., 
1978; Schramm, 1969）、新聞や本・雑誌といった文字メディアはシニア層に、インターネッ
トを主としたデジタルメディアは若年層に選ばれる傾向がある（Harwood, 2018; Robinson 
et al.,2004）。
　年齢によるメディア利用の違いはなぜ生まれるのであろうか。シニア層をメディアに向か
わせる背景については、収入や学歴、余暇の多さ、加齢に伴う認知能力・運動能力の低下、低 
コスト性、家族構成、過去のメディア経験など多くの要因が指摘されてきた（Burnett, 1991; 
Doolittle, 1979; Harwood, 2018; Morrison, 1979; Robinson at al., 2004; Rubin & Rubin, 
1982; Schramm, 1969）。そして、本論文で検討するメディア利用行動研究のアプローチの
ひとつ「利用と満足研究（uses and gratifications studies）」においては、人々がメディア
に求めるものが年齢によって異なるからとの説明がなされてきた。「利用と満足研究」は、
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1. 高齢者に関する日本の法律・法令では65歳以上を「高齢者」と定義するものが多いが、本研
究で実施する調査には65歳未満の回答者も多く含まれるため、本論文では「高齢者」ではな
く「シニア層」と表記する。なお、本論文で引用・参照している文献には、「高齢者」「老人」（older 
adults, seniors, elderly）を対象としたものが多いが、本論文ではこれらも「シニア層」とし
て統一表記している。
2利用時間や頻度ではなく、人々がメディアから得る効用認識を分析軸としてその利用要因や
効果を捉えるアプローチであり（Katz et al, 1974）、多くの研究が、社会や他者とつながろ
うとする動機こそがシニア層をメディアに向かわせるものであると指摘してきたのである
（Davis　et al., 1976; Dixson, 1997; Harwood, 2018; Hilt & Lipschultz, 2005; Kong & 
Lee, 2017; O’Keefe & Sulanowski, 1995; Quinn, 2013; Schramm, 1969; 香取, 2000）。
　シニア層は「アクティブユーザー（active consumer）」（Young, 1979）であるとするこ
れらの説明には、彼らのメディア利用をポジティブなものと見ているという共通点がある。
メディアを用いた、あるいはメディアを通した直接的・間接的な社会参加は、シニア層に幸
福感や生きがいを持った生活を送ることを促進していると示唆しているわけである。
　心身の変化や社会環境の変化に適応しながら幸福感に満ちた老年期を送ること、あるいは
そのような望ましい老い方をすることは「サクセスフル・エイジング（successful aging）」
と呼ばれ、日本では「幸福な老い」と訳されてきた。そして、「幸福な老い」に関する検討
においては、長寿や健康、経済的安定に加え、社会参加がこれを実現する重要なファクター
とされている。つまり、上述した文脈に沿えば、メディアは直接的・間接的な社会参加を促
し、「幸福な老い」を実現する手段になるというわけである。
　だが、シニア層のメディア利用が彼らの「幸福な老い」に寄与しているか否かについては、 
直接的な検証を経て議論が進んできたわけではない。高い効用認識や利用量の背景を肯定的
に推察して、これを社会参加と同一視してきた側面も否定できないのである。例えば、Hays 
et al.（1998）は健康悪化による教会参加の減少に対して宗教メディアがその代替となって
いないことを明らかにしており、Bliese（1982）もメディアによる行動代替が必ずしもシニ 
ア層の生活満足度を上げるわけではないことを指摘するなど、メディアが必ずしも「幸福な
老い」を促進する役割を果たしていないとする報告も見られる。シニア層のメディア利用が
ポジティブな意味を有していることを主張するためには、まず彼らのメディア利用が「幸福
な老い」に寄与しているかを実証的に示す必要があると思われる。
　以上の問題意識から、小寺（2019）は、シニア世代のメディアに対する効用認識と「幸
福な老い」との関係を探る調査を行い、この両者の結びつきがネガティブな傾向にあること
を明らかにした。そして、メディアに対する高い志向性を有している人ほど「幸福な老い」
から離れた生活を送っていること、メディアは社会参加ではなくむしろ社会的離脱をサポー
トするメディアである可能性を指摘した。これは、メディアが「幸福な老い」を促進すると
いうこれまでの見方が過度に楽天的である可能性を示唆するものである。
　しかし、小寺（2019）の研究は、「幸福な老い」の指標として用いた「改訂PGCモラール・ 
スケール」（Lawton, 1975）の総得点だけを検討したものとなっており、老いに関する3つ
の側面を捉えるものとして構成されている同尺度の詳細な分析には踏み込んでいない。そこ
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で、本論文では、小寺（2019）が課題として残したメディア効用とモラール下位尺度との
関係について改めて検討し、シニア層のメディア効用と「幸福な老い」との関係性について
の理解を深めたい2。
2．方法
　分析に用いるのは、小寺（2019）の調査データである。同調査は、東京近郊（東京都・
埼玉県・千葉県・神奈川県）居住の58～69歳の男女2600名に対して質問票を郵送する形
で行われた3。質問票は、メディアの効用認識に関する項目、「幸福な老い」に関する項目、
性別、年齢と就業状況を問う項目で構成された。
（1）メディアの効用認識
　メディアの効用認識についての質問は、10のメディア（新聞、本・雑誌、テレビ、ラジオ、
ビデオ・DVD、電話（固定電話）、携帯電話・スマートフォン、パソコン、友だち（直接的
な対人関係）、音楽）に対する12の利用目的を、それぞれ4件法（1＝あてはまらない、2
＝少しあてはまる、3＝あてはまる、4＝とてもあてはまる）で尋ねたものである。利用量
ではなく効用認識を問うものであるため、そのメディアを利用していない場合は「あてはま
らない」に回答してもらった。
　12の効用項目は、Lometti et al. （1977）、Elliott & Quattelebaum （1979）、Kippax & 
Murray （1980）、Rubin （1983）、Perse & Coutright （1993）などの先行研究のメタ分析
を通して汎用性の高いものを開発した。すなわち、（a）日常生活に役立つ情報を得るため、 
（b）世の中の出来事や話題を知るため、（c）何かのやり方を学ぶため、（d）自分の考えを育
むため、（e）他の人が何を考えているか知るため、（ f ）リラックスするため、（g）暇つぶし
をするため、（h）現実逃避するため、（ i ）楽しい気持ちになるため、（ j ）他の人と話題を共
2. 本論文では先行研究のレビューおよびメディアの機能的代替性に関する検討の記述は最小限に
とどめた。詳しくは小寺（2019）を参照されたい。ただし、調査や分析に関わる「２．方法」
の記述、ならびにモラールスケール（合計点）に関する「３．結果」の記述の一部については、
小寺（2019）と重複している点をお断りしておく。
3. 本研究の実査部分は、日本リサーチセンターに委託し、同社が所有する郵送調査パネル「TRUST 
PANEL（トラストパネル）」を用いた。「TRUST PANEL」は同社が毎月実施している無作為
抽出ベースの訪問留置調査の回答者がモニターとなったもの（継続協力に同意した回答者がモ
ニターになったもの）であり、通常の公募型パネルよりもランダム性が高いとされる。本調査
で使用したモニターは、2017年1月1日時点の住民基本台帳人口をもとに、母集団人口構成
比（男女各６層）に従って抽出された訪問留置調査の回答者で任意のモニター登録に応じた人々
で構成されている。
4有するため、（k）孤独を紛らわせるため、（ l ）元気をもらうため、である。
（2）「幸福な老い」
　幸福とは何かについては、その概念が用いられる分野や用途によって異なり、それをどの
ように計測するかという操作的定義を用いることでその概念についての議論が代替されるこ
とが多い。
　人々の望ましい老い方を意味する「幸福な老い」についても明確な学術的定義は存在せず、
心理学や社会学の分野では、社会属性や生活状況から独立した主観的な幸福感情（subjective 
well-being）を捉えるというアプローチがこれに代わって用いられてきた。「幸福な老い」
に影響を及ぼす要因を実証的に探るために、生活満足度や自尊感情などの多彩な尺度が「幸
福な老い」の指標として用いられてきたのである。また、日本では「生きがい」という独自
の包括的概念があり、これが「幸福な老い」の文脈で議論されたり、あるいは実証研究に向
けた概念の精緻化が試みられているが、これも統一的な概念の提示には至っていない（長谷
川ら, 2001; 柴崎・青木, 2011）。
　本調査で用いた「改訂PGCモラール・スケール」（Lawton, 1975）は、内外で広く用い
られ、標準化されてきた自記式尺度である。モラール（morale）とは、もともと士気を表
す用語であったが、Kutner et al.（1956）がシニア層の心的状態を評価する指標として老
年学分野に持ち込み、以降「幸福な老い」の指標のひとつとして多くの研究が積み重ねられ
てきた。Lawtonの尺度は、後述する17項目の質問から成り立っており、各項目の回答によ
りそれぞれ1点が付与され、点数が高いほうが「幸福な老い」の度合いが高いとされる（17
点満点）。日本人への適用を含む多くの研究が蓄積されているため、本論文では同尺度の信
頼性・妥当性の評価・検討は行わず、古谷野（1981）の日本語訳をそのまま採用すること
とした。
　ただし、Lawton（1975）が示した3つの下位尺度（agitation, attitude toward one’s own 
aging, lonely dissatisfaction）に対する日本語訳については統一されているとは言えない。
例えば、「心理的安定」「老いについての満足感」「有用感」（古谷野, 1981）とするものもあ 
れば「心理的動揺・安定」「自分の老化についての態度」「孤独感・不満感」（前田ら, 1979）、 
「心理的動揺」「老いについての態度」「孤独感・不満足感」（古谷野ら, 1989）とするもの
もあり、それぞれの名称から受ける印象も異なる。本研究では、点数が高いことが肯定的な
意味を有しているという点を鑑み、それぞれ「心理的安定感（agitation）」「老いの肯定感
（attitude toward one’s own aging）」「生活満足感（lonely dissatisfaction）」と名付けるこ
ととした。
　「心理的安定感」を構成する問いは「最近になって小さいことを気にするようになった（逆
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転項目）」「心配したり、気になったりして眠れないことがある（逆転項目）」「心配なことが
たくさんある（逆転項目）」「前よりも腹を立てる回数が多くなったと思う（逆転項目）」「も
のごとをいつも深刻に考えるほう（逆転項目）」「心配事があると、すぐにおろおろするほう
（逆転項目）」の6項目、「老いの肯定感」は「自分の人生は年を取るに従って悪化すると思
う（逆転項目）」「去年と同様に元気だと思っている」「年をとって以前より役に立たなくなっ
たと思う（逆転項目）」「年をとることは考えていたより良いことだと思う」「若いときと同
じように幸福だと思う」の5項目、「生活満足感」は「さびしいと感じることがある（逆転
項目）」「家族や親戚、友人との行き来に満足している」「生きていても仕方がないと思うこ
とがある（逆転項目）」「悲しいことがたくさんあると感じる（逆転項目）」「生きることは大
変きびしいと思う（逆転項目）」「今の生活に満足している」の6項目である。
3．結果
　質問票は2017年11月10日に発出され、11月30日までに返送されたものを有効票として 
扱った。回収数は1644で、回収率は63.2%であった。なお、調査時に70歳に達していたサ 
ンプルが87あったが、これもデータに含めることとした。サンプルの平均年齢は64.6歳で、
男性750人（45.6%）、女性894人（54.4%）であった。現在の就業状況は、パートタイム
を含めた就業者は958人（58.3%）、仕事なしが682人（41.5%）、無回答が4人（0.2%）で
あった。
　分析に先立ち、上述の効用項目を縮約するために探索的因子分析（最尤法・プロマックス
回転）を行ったところ、上述した10のメディアすべてで類似性のある2因子構造を示したこ
とから、（a）日常生活に役立つ情報を得るため、（b）世の中の出来事や話題を知るため、（c） 
何かのやり方を学ぶため、（d）自分の考えを育むため、（e）他の人が何を考えているか知る
ため、（ j ）他の人と話題を共有するため、という6項目に高い負荷のある因子を「道具的効
用」、（ f ）リラックスするため、（g）暇つぶしをするため、（h）現実逃避するため、（ i ）楽
しい気持ちになるため、（k）孤独を紛らわせるため、（ l ）元気をもらうため、という6項目
に高い負荷のある因子を「消費的効用」と名付け、10のメディアごとにそれぞれ因子得点
を算出した。
　以下の分析では、それぞれのメディアの「道具的効用」「消費的効用」の因子得点を「幸
福な老い」を説明する変数として用いる。
（1）モラール・スケール
　モラール・スケール（合計点）の平均値は11.68（標準偏差3.77）で、年齢との間に非常
に弱いが有意な正の相関が見られた（r=.087, p<.001）。加齢がモラールの低下を招く直接
6的な要因でないことは既に多くの研究で示されているが、正の相関を示している点は改め 
て別の観点から検討する必要があるだろう。性別（t（1596）=1.796, n.s.）や、就労の有無 
（t（1592）=―.913, n.s.）との間に有意な差は確認できなかった。
　それぞれの下位尺度について見ていくと、「心理的安定感」の平均値は4.13（標準偏差1.75）
で、年齢との間に非常に弱い有意な正の相関（r=.055, p<.05）が見られた。また、男性は
女性に比べて有意に高い値を示していることも確認された（t（1615）=4.152, p<.001）。就
業の有無における有意差は見られなかった（t（1611）=.077, n.s.）。
　「老いの肯定感」の平均値は3.28（標準偏差1.34）で、年齢（r=.037, n.s.）、性別（t（1611） 
=―1.096, n.s.）、就業（t（1486.2）=-0.131, n.s.）のいずれにおいても有意な差は見られな 
かった。「生活満足感」の平均値は4.27（標準偏差1.51）で、年齢との間に弱い有意な正の
相関（r=.111, p<.001）が見られた。性別に有意な差は見られないが（t（1610）=0.827, n.s.）、
就業者に比べて非就業者の方が有意に高い数値を示した（t（1606）=-2.432, p<.05）。
　モラール・スケール（合計点）と各下位尺度には比較的高い正の相関があり、下位尺度同
士も正の相関を示した（表1）。
（2）モラールと各メディア効用の関係
　年齢・性別・就業の有無を統制してメディア効用とモラールの関係を見ると、モラール・
スケール（合計点）と各メディア効用の間に、有意な正の相関を示すものは見られなかった
（表2）。消費的効用については、新聞、本・雑誌、ラジオ、携帯・スマホなど、多くのメ 
ディアで弱いながらも有意な負の相関が示された。テレビについては、道具的効用、消費的
効用のいずれにおいても負の相関を示しており、他のメディアと比較してその係数も高い。
　下位尺度について詳しく見てみると、「心理的安定感」と「生活満足感」は似たような傾
向を示しており、各メディア効用と有意な正の相関を示すものは見られなかった。「心理的
安定感」は全てのメディア効用との間に弱い負の相関を示しており、テレビ、ラジオ、ビデ
オ・DVD、パソコン、友だちの道具的効用、新聞、本・雑誌、テレビ、ラジオ、ビデオ・
DVD、携帯・スマホ、友だちの消費的効用との間には有意差が確認できた。「生活満足感」
［表1］モラール・スケール（合計点）と各下位尺度の相関
合計点　 老いの肯定感 生活満足感
モラール・スケール（合計点） .830 * .762 * .860 *
心理的安定 － .400 * .562 *
老いの肯定 － － .558 *
（* p<.01）
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でもほぼ全ての効用との間に負の相関が見られ、テレビ、ラジオ、パソコンの道具的効用、
新聞、本・雑誌、テレビ、ラジオ、ビデオ・DVD、携帯・スマホの消費的効用などの項目
で有意差が確認された。
　一方で、「老いの肯定感」については、テレビの消費的効用を除き、負の相関を示してい
るものは見られなかった。むしろ、新聞、本・雑誌、テレビ、友だち、音楽の道具的効用、
電話、パソコン、友だち、音楽の消費的効用の間に有意な弱い正の相関が示され、「心理的
安定感」と「生活満足感」とは異なる傾向があることが確認された。
（3）モラールに影響を及ぼす要因
　続いて、各メディア効用が、モラールに影響を及ぼし得る要因としてどの程度強いのかを
明らかにするために、モラール（合計点および各下位尺度得点）を従属変数、年齢、性別 
（ダミー：男性＝1, 女性＝0）、就労の有無（ダミー：就労あり＝1, なし＝0）、各メディア
［表2］モラールと効用認識の偏相関分析
合計点 心理的安定感 老いの肯定感 生活満足感
道具的効用（新聞） .024 -.015 .106 *** -.017
消費的効用（新聞） -.071 ** -.088 ** .021 -.095 **
道具的効用（本・雑誌） .032 -.032 .149 *** -.016
消費的効用（本・雑誌） -.067 * -.082 ** .027 -.096 ***
道具的効用（テレビ） -.058 * -.100 *** .056 * -.080 **
消費的効用（テレビ） -.181 *** -.184 *** -.093 ** -.158 ***
道具的効用（ラジオ） -.029 -.054 * .048 -.052
消費的効用（ラジオ） -.062 * -.070 * .013 -.085 **
道具的効用（ビデオ・DVD） -.029 -.054 * .048 -.052
消費的効用（ビデオ・DVD） -.062 * -.070 * .013 -.085 **
道具的効用（電話） -.033 -.044 .018 -.049
消費的効用（電話） .009 -.016 .069 * -.021
道具的効用（携帯・スマホ） -.022 -.041 .026 -.029
消費的効用（携帯・スマホ） -.059 * -.084 ** .018 -.067 *
道具的効用（パソコン） -.054 * -.087 ** .051 -.081 **
消費的効用（パソコン） .040 -.001 .108 *** .005
道具的効用（友だち） -.036 -.084 ** .063 * -.048
消費的効用（友だち） -.034 -.086 ** .076 ** -.052
道具的効用（音楽） -.005 -.028 .075 ** -.047
消費的効用（音楽） .011 -.032 .109 *** -.033
（* p<.05, ** p<01, *** p<.001）
8効用を独立変数とした重回帰分析（ステップワイズ法）を行った（表3）。
　モラール・スケール（合計点）については、全体的な説明力が弱く、性別や就労の有無、
そして多くの効用項目が説明変数から除外されたが、年齢、本・雑誌の道具的効用、パソコ
ンの消費的効用がポジティブな影響を与えていること、テレビの消費的効用、パソコンの道
具的効用がネガティブな影響を与えていることが示された。
　下位尺度ごとの結果を見ると、「心理的安定感」と「生活満足感」については、説明変数
は限定的であることが分かる。いずれも説明力は弱いながらも、「心理的安定感」には性別 
（男性）がポジティブな、テレビの消費的効用がネガティブな影響を与えており、「生活満足
感」には年齢がポジティブな、テレビの消費的効用がネガティブな影響を与えていることが
示された。
　一方で、「老いの肯定感」については、テレビの消費的効用がネガティブに作用している
ものの、年齢、本・雑誌の道具的効用、テレビの道具的効用、パソコンの消費的効用、音楽
の消費的効用がポジティブな影響を与えていることが示された。
4．考察
　老年学の分野でも「幸福な老い」は何によって実現されるのかについての明確な結論は導
かれていないが、本研究からはメディアが「幸福な老い」に寄与するという仮説を支持する
結果は得られなかった。　
　分析全体を通して諸要因の説明力が弱かったことからも分かるように、シニア層の「幸福
な老い」が、メディアの効用認識や限定的なデモグラフィック要因のみで説明できるわけでは 
［表3］モラールに影響を及ぼす変数についての重回帰分析結果
合計点 心理的安定感 老いの肯定感 生活満足感
β β β β
年齢 0.104 *** 0.064 * 0.105 ***
性別（ダミー：男性＝１,女性＝0） 0.097 ***
道具的効用（本・雑誌） 0.073 * 0.123 ***
道具的効用（テレビ） 0.078 *
消費的効用（テレビ） -0.204 *** -0.193 *** -0.228 *** -0.160 ***
道具的効用（パソコン） -0.093 *
消費的効用（パソコン） 0.144 ** 0.086 **
消費的効用（音楽） 0.082 **
R2 0.060 *** 0.050 *** 0.064 *** 0.040 ***
（* p<.05, ** p<01, *** p<.001）
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ない。健康状態や居住環境を含め、シニア層には他の年齢層以上の複雑性がある（Robinson 
et al., 2004）。メディア利用と「幸福な老い」の関係についても、本調査で扱わなかった多
くの複雑な要因が絡み合うものと思われ、メディア効用が「幸福な老い」とネガティブな関
係にあるという本研究の知見も、この双方を規定する別の強力な変数によるものかもしれな
い。
　以上の限界を念頭に入れつつ、以下では本調査の結果が意味するところについて考察を試
みたい。
　まず、モラール・スケール（合計点）と各メディア効用にネガティブな関係が見られたこ
とは、メディアの利用がモラールに影響を及ぼしている可能性は否定できないものの、モ 
ラールの高い人がそうでない人に比べてメディアへの有用性を感じていないと解釈するのが
妥当であるように思われる。モラールの高い人はメディア利用とは別の活動に有用性を感じ
ている可能性もある。
　これについて、下位尺度の「心理的安定感」と「生活満足感」から検討してみたい。この
両者がメディア効用とネガティブな関係があることにより、モラール・スケール（合計点）
がネガティブな傾向を示しているからである。
　「心理的安定感」と「生活満足感」を構成する項目を改めて確認すると、「心理的安定感」
では、「心配なことがたくさんある（逆転項目）」「前よりも腹を立てる回数が多くなったと
思う（逆転項目）」など、必ずしも老いとは直接的に関係しない個人の性格的な側面が、「生
活満足感」では「さびしいと感じることがある（逆転項目）」「家族や親戚、友人との行き来
に満足している」など孤独感を中心とした生活の質が測られているように見える。つまり、
メディア効用とネガティブな関係を示した「心理的安定感」「生活満足感」は、必ずしも老
いによる変化そのものを問うているのではなく、老いに付随して生じる可能性がある生活環
境の変化と、それに伴って生じる可能性のある心理的変化を問うているわけである。言い換
えれば、これらの項目はシニア層だけでなく若い年齢層にも適用できるものであり、若い年
齢層でも同様の心理的状況にあればメディア効用とネガティブな関係を示す可能性があると
言える。小寺（2019）は、メディアに対する高い志向性を有している人ほど「幸福な老い」
から離れた生活を送っている可能性を指摘したが、これは「幸福な老い」ではなく「幸福な
生活」と言い換えることができるのかもしれない。これらが低い状況下においては、メディ
ア、とりわけテレビは消費的効用を得るメディア、すなわちそれを利用すること自体が目的
化するメディアとなるのではないだろうか。
　一方、「自分の人生は年を取るに従って悪化すると思う（逆転項目）」「年をとることは考
えていたより良いことだと思う」など、老いそのものに対する態度・評価について問うてい
る「老いの肯定感」については、メディア効用とポジティブな関係にあった。新聞、本・雑
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誌、テレビの道具的利用、つまり情報収集のツールとしてこれらを活用すること、またパソ
コンや音楽の消費的利用、つまり娯楽ツールとしてこれらを活用することは、老いに対する
ポジティブな態度と肯定的に結びついている。この点については、メディアは「幸福な老い」 
をサポートする役割を有していると言えるかもしれない。
　下位尺度によって異なる傾向が示されたことをどのように解釈すればよいだろうか。下位
尺度間の相関（表1）を見ても、「心理的安定感」「生活満足感」と「老いの肯定感」には正
の相関がある。そうであれば、やはりQOLの高低を意味する「心理的安定感」「生活満足感」
と、老いへの評価を意味する「老いの肯定感」は相反するものではなく、それぞれ異なった
意味合いを持つと考えるのが妥当であろう。つまり、社会活動を営もうとする限りにおいて
は、メディアの積極的な利用は彼らにサポーティブな役割を果たし得るが、老いに付随して
生じる可能性のあるQOLの低下を反転させるほどの力はないというわけである。QOLは、
老いることと（関連しているが）異なるものであり、個々人の複雑な状況によって左右され
得る。これら複雑な状況を実証的に捉えるまでは、メディアが「幸福な老い」にどのように
関連しているか、老年期の社会適応にどのように寄与しているかについての結論は留保せざ
るを得ないだろう。
　だだし、モラール・スケール（合計点）ならびに各下位尺度の規定因として、すべての分
析においてテレビの消費的効用がネガティブな影響を及ぼしていたことは明記しておきた
い。シニア層のテレビ視聴の高さは、多くの実態調査で指摘され続けてきたものである。本
研究が明らかにしたことは、シニア層のテレビ視聴は、道具的効用ではなく消費的効用を求
めている場合においては、「幸福な老い」に寄与するものではないということである。「心理
的安定感」「老いの肯定感」「生活満足感」のいずれにおいても、全ての分析でテレビの消費
的効用との間にネガティブな関係を示していた。これも、テレビ視聴による影響というより
は、「幸福な老い」から離れた位置にある人がテレビを消費的に利用しているという解釈が
適切であり、テレビはこのような状況下で、彼らの時間消費や娯楽に寄り添う役割を果たし
ていることになる。極限すれば、老年期の社会適応という文脈においてはテレビ視聴は後ろ
向きの活動であると言えるのである。いずれにせよ、シニア層はテレビ視聴を通じて社会参
加を行っているという楽観的な見解に対しては、本研究はこれに異議を唱える材料を提供し
たことになる。
　最後に、本研究の課題について言及しておきたい。比較的一般性を有しているとは言え、
調査対象は完全なランダムサンプリングによって選ばれた人々ではない。とりわけ、地理的
制約の少ない東京近郊の人々を対象としていることで、メディアの役割を過小評価している
可能性がある。また、この種の調査に協力してくれるシニア層は、おそらく比較的充実した
生活を送っている人々、言い換えれば潜在的にモラールが高い傾向にある。そうであれば、
シニア層のメディア効用と主観的幸福感
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モラールが年齢と正の相関を示したことも説明できよう。
　さらに、本論文では、「幸福な老い」の指標として用いたモラール・スケール自体に充分な
検討を加えてない。「幸福な老い」とは何か、モラール・スケールが果たしてその指標とし
て適当であるかという議論を留保したわけである。多くの調査で用いられているとは言え、
同尺度には批判的な意見もあり、その妥当性については改めて検討する必要があるだろう。
別の尺度を用いた場合に、本調査と逆の結果が示される可能性も否定できない。
　加えて、本研究では「利用と満足」の立場から、主観性の高い「効用」を分析変数として
きた。接触時間のような客観的指標ではなく、志向性・態度という主観性の高い指標を用い
る是非については改めて検討される必要があるかもしれない。ただし、単純接触量が多いこ
とが当該メディアにコミットしていると捉えるこれまでの解釈が適切でなかった可能性を指
摘したことは、本研究の貢献であると考える。
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Media Gratifications and Subjective 
Well-being Among the Elderly
KOTERA Atsushi
Abstract
Research literature about media use in aging has argued that the motivations to 
connect with others or societies facilitate the elderly’s use of media and has suggested 
that media contribute to their successful aging. However, these notions are just only 
analogical hypotheses extrapolated from the amounts or frequency of media 
consumption among the aged, not from empirical research about the impact of media 
use on successful aging. Based on the uses and gratifications perspective, this study 
attempted to reveal whether media gratifications possess a positive relationship with 
successful aging.
The results of a convenience sample survey in the Tokyo area (n=1644) 
indicated that most media gratifications may not positively contribute to the scores 
from the Morale Scale. The scores were negatively correlated with media 
gratifications, especially consummatory gratification in television viewing. 
A detailed analysis of three individual factor of the Morale Scale (agitation, 
attitude toward one’s own aging, and lonely dissatisfaction) was also conducted. While 
agitation and lonely dissatisfaction ware negatively correlated with media 
gratifications, a factor of attitude toward one’s own aging was not. This suggests that 
media gratifications are affected by their life styles or life conditions, not merely by 
aging.
